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SDGsを他人ごとにしない 
 SDGs-MOTTAINAI-プロジェクトの取組にご協力いただきありがとうございます。 
 12月4日(水)、本校で開催された稲田小中学校運営協議会において、本校の【SDGs-
MOTTAINAI-プレゼンテーションスタッフ】が、協議会の方々約２０名の前でこのプロジェクト
の説明を行いました。 
  練習時間は、休み時間だけという短い中でしたが、「自分たちの考えと熱意をどのように伝
えるか」ということに挑戦し、熱量をもって伝えることができました。後日、HP等で動画にてお伝
えする予定です。 

 
この取組は、単なるリサイク
ル活動ではありません。 
「未来の人たちのために自

分たちが少しでもできることは
ないか。そして行動しようじゃな
いか。」という主体者意識をも
とうという活動です。 
量ではなく、少しでも行動し

ようという気持ちを持つことが
大切だと考えます。 
学校運営協議会の方々から

は、「趣旨がよくわかった。」
「地域にも発信してほしい。」と
の言葉をいただきました。そし
て、MOTTAINAIスペースで、  
いろいろと具体的な話を

しました。今後は、可能であれ
ば対面で発信していく予定です。 

動画でもいろいろな場所で発信していく予定です。 
※プレゼンテーションスタッフは１２人います。今回は４人で行いました。 
 

４年生は SDGsについて、議論し、行動しています。 
４年生は、SDGsについて世界の窮状を知り、自分たちに何ができるのかを議論して行動して
います。 
①ポリオワクチン接種のためのペットボトルキャップ回収 
  日本では根絶されたポリオという感染症にかかってしまう子供たちを救うため、ペットボトル
キャップを回収しています。すでに17000個のペットボトルを回収し、自分たちの学級の児童
数以上の子供たちの命を救うことができました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

集まったペットボトルは社会福祉協議会（とりまとめ機関）に運んでいます。 



    

②フードバンクの開設 
  食事に困っている方のために、そしてフードロスを防ぐためにフードバンクを設置しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回収について 
 

 SDGs-MOTTAINAIプロジェクト 

今までは、１０日・２０日・３０日の回収日を設けていましたが、回収期日をなくしまし
た。平日の８時から４時半まで、いつでも回収コーナーに入れてください。 
お子さんが持参できない大きさや重さのものは、送迎のタイミング等を利用して入れ

ていただいてかまいません。回収コーナーは校門を入って左側（プールとなり）にありま
す。看板がついています。今後回覧板等で地域の皆様にもお知らせする予定です。地域
全体に、この取組を広げていきたいと考えています。ご近所・お知り合い等がいらっしゃ
いましたら、どうぞお声かけいただきたいと思います。 
なお、びんは回収の関係上、ビール瓶・一升瓶のみとさせていただきます。 

①ペットボトル（洗って、つぶして、袋に入れてお持ちください。） 
②段ボール（束ねて、ひもでしばってお持ちください。） 
③新聞雑誌（束ねて、ひもでしばってお持ちください。） 
④びん（ビール瓶・一升瓶のみ） 
⑤空き缶 

⑥金属・鉄製品（プラスチック等の付属品は外してください） 

 

ペットボトルキャップ 

いつでもお子さんに持たせてください。各学級・職員室に回収ボックスがあります。 

 

フードバンク 

いつでもお子さんに持たせてください。職員室前に上記の回収ボックスがあります。 
①ご家庭で食べない・飲まないものをご持参ください。 
②消費期限が２か月以上のものとさせていただきます。 
③回収期間は２月までといたします。 
 


